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•定年延長といっても、いろいろある 

 

•定年延長・継続雇用延長には効果がある 

 

•実施にあたっては課題もあるが、調査結果に解決の 

ヒントがある 

 

• 65歳以上への定年延長 と66歳以上の継続雇用延長 



65歳超雇用推進マニュアル（その２） 65歳超雇用推進事例集 

      

 56ページ（表紙含む）  ページ数  116ページ（表紙含む） 

定年引上げ、継続雇用延長、定年制の廃止、高齢
者の再就職受入れについてまずは知ってもらう（マ
ニュアルの改訂版） 

ねらい 
制度や運用の見直しなどに向け、定年引上げ、継続
雇用延長などの経緯や制度の実例を詳しく知っても
らう 

22の企業事例をコンパクトに紹介（P.32～43） 
本文中でも、28のコラムで紹介 

企業事例 23の企業事例について各企業4ページで紹介 

・高齢者戦力化のための7つのポイント 
・定年引上げ、継続雇用延長のための手順 
・再雇用と定年引き上げのメリット・デメリット表 
・賃金・退職金制度に関する解説 
・中小企業における留意事項 
・業種別ワンポイントアドバイス 
・65歳超戦力化 雇用力評価チェックリスト 
・就業規則（参考例） 
・高齢者雇用推進施策 

 役に立つ情報 

 
・本事例集の活用方法 
・各企業の取組みのポイントを整理 
・制度改善の背景、制度の詳しい内容、高齢社員活
用のための工夫、効果、課題などを紹介 
・定年・継続雇用制度、高齢者の受入れ状況別索引 
・キーワード別索引 
・地域別索引 

※ いずれのマニュアルも、高齢・障害・求職者雇用支援機構のホームページに掲載しています。 
      http://www.jeed.or.jp/elderly/data/manual.html 
    
 

65歳超雇用推進マニュアル（その２） 及び 65歳超雇用推進事例集 
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中高齢層において、職務給の要
素が大きな賃金制度であることが
必要。 

人材不足、強い平等ポリシーがあ
る企業など。 

組織若返りなどを重視しているこ
とが多い。 

役割を変える場合は、ルール化、
丁寧な説明などが必要。 

連続タイプ 
 

役割（仕事内容や責任）、就業自由度（労働
時間や異動）、賃金が、59歳以前と60歳以
降で変わらないグループ 

（すかいらーく、YKK、太陽生命保険など） 

非連続タイプ 
 

役割が変わり、賃金も変わるグループ 

（サントリーホールディングス、本田技研、大和ハウス工業、
サトーホールディングスなど） 
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定年延長のタイプ 

65歳超雇用推
進マニュアル、 

事例集 



連続タイプ 

•中小企業に多く見られるが、大企業にもある。 
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• 組織の若返り 

 優秀な者は60歳以降も役職に就ける一方、早い段階から 

 選抜し、若手を登用（5,000人～、卸売・小売業） 

• 賃金負担 

 役割給なので大きな問題はない（5,000～、製造業） 
 

 負担は増えたが、モチベーションが向上したので 

 デメリットは感じていない（1,000～4,999人、製造業） 
 

 50代の賃金自体それほど高くないので 

 そこまで大きな問題ではない（中小企業） 

 
201９©JEED 

65歳超雇用推進
マニュアル、 
事例集 



非連続タイプ 
• 一定以上の規模の企業では、このタイプが目立つ。 

• 肩書がなくなる場合もあるが、「担当部長」など別の肩書が用意される場合

もある。 

• 役割は、①プレーヤーとしての業務貢献、②知識・スキル・ノウハウの伝承、
③管理職のサポート。 

• 働き方：フルタイムで、必要であれば所定外労働も。 

• 異動：対象とする場合もあるし、しない場合もある。 

• 賃金負担：生産性向上で取り戻す場合と見直す場合がある。  

 50歳以上の賃金カーブと退職金を見直し（1,000～4,999人、製造業） 

 勤続年数で昇給するしくみから能力発揮を重視するしくみに変えた（1,000～
4,999人、運輸業・郵便業） 

• 新たな役割を伝えることが重要。 

 本人のほか、周りにも伝える。人事評価の評価項目を新たな役割に 

 見合ったものとする（5,000人～、製造業）。 
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65歳超雇用推進
マニュアル、 
事例集 



定年延長等企業調査について 

調査期間：2017 年 12 月 15 日～2018年1 月26 日 
 

調査方法：郵送調査 

 
調査対象：2010年以降に、65歳以上への定年延長、65歳 
     を超える継続雇用延長などを行った全企業約 
     10,000社。 
 
回答企業：上記のうち、定年延長時の状況について回答 
     した企業は1,840社。継続雇用延長時の状況 
     について回答した企業は1,159社。 
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60歳～定年の仕事内容 
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定年延長、 

本当のところ 
P.19,20 
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60歳～定年の責任と期待する役割 

9 

定年延長、 

本当のところ 
P.20,22 
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60歳～定年の賃金水準 
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定年延長、 

本当のところ 
P.24 
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人事・賃金制度見直し 
定年延長、 

本当のところ 
P.23 
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提案者 

12 

定年延長、 

本当のところ 
P.29 
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本日お話しすること 
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•定年延長といっても、いろいろある 

 

•定年延長・継続雇用延長には効果がある 

 

•実施にあたっては課題もあるが、調査結果に解決のヒ
ントがある 

 

• 65歳以上への定年延長 と66歳以上の継続雇用延長 



定年延長した理由 
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74.7% 

65.4% 

54.0% 

35.2% 

30.8% 

23.1% 

21.3% 

21.2% 

15.7% 

13.5% 

9.9% 

9.3% 

2.9% 

2.8% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

高齢社員に働いてもらうことにより、人手を確保するため 

６０歳を超えても元気に働けるから 

優秀な高齢社員に引き続き働いてもらいたいと考えたから 

いずれ定年を引き上げなければいけないと考えたから 

高齢社員が安心して働けるようにするため 

年金支給開始年齢が引き上げられるから 

高齢社員に担当してもらいたい仕事があるため 

現役時代と同じように働いてもらいたいから 

高齢社員のモチベーションを上げたいため 

助成金を受給できるから 

新卒・中途採用を有利に進めるため 

知識・スキル・ノウハウを有する者がいないため 

５９歳以下の正社員が希望したから 

その他 

定年を延長した理由（複数回答）        n=1,840 

定年延長、 

本当のところ 
P.26 
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38.6% 

29.8% 

21.8% 

14.3% 

14.8% 

12.3% 

7.9% 

9.5% 

7.9% 

3.8% 

49.0% 

53.5% 

57.8% 

60.5% 

54.0% 

55.7% 

54.0% 

49.1% 

46.8% 

21.6% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢社員に働いてもらうことにより、人手を確保することができた 

優秀な高齢社員に自社で引き続き働いてもらうことができた 

遠慮せずに、高齢社員を戦力として活用できるようになった 

高齢社員に、知識・スキル・ノウハウを発揮してもらうことができた 

高齢社員のモチベーションが上がった 

高齢社員から、知識・スキル・ノウハウを伝承してもらうことができた 

高齢社員に働いてもらうことにより、生産性が向上した 

従前に比べ、若年・中堅社員が高齢社員を戦力として見るようになった 

社員全体のモチベーションが上がった 

定年引上げ・廃止を行うことにより、新卒・中途採用を有利に進められた 

定年延長の効果          n=1,840 

大いに効果があった ある程度効果があった あまり効果がなかった 全く効果がなかった 無回答 

定年延長の満足度と効果 
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55.7% 36.8% 

2.7% 

0.4% 
4.5% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

定年引上げの満足度（単一回答）             n=1,840 

満足している やや満足している やや不満である 不満である 無回答 

定年延長、 

本当のところ 
P.32,33 
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41.2% 

26.5% 

15.2% 

10.7% 

12.4% 

11.5% 

14.0% 

8.3% 

7.0% 

2.7% 

45.6% 

53.4% 

55.7% 

55.0% 

51.4% 

51.9% 

49.3% 

44.0% 

41.9% 

18.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢社員に働いてもらうことにより、人手を確保することができた 

優秀な高齢社員に自社で引き続き働いてもらうことができた 

高齢社員に、知識・スキル・ノウハウを発揮してもらうことができた 

高齢社員に働いてもらうことにより、仕事の成果を上げることができた 

高齢社員から、知識・スキル・ノウハウを伝承してもらうことができた 

従前に比べ、高齢社員を戦力として活用できるようになった 

高齢社員のモチベーションが上がった 

従前に比べ、若年・中堅社員が高齢社員を戦力として見るようになった 

社員全体のモチベーションが上がった 

継続雇用延長を行うことにより、新卒・中途採用を有利に進められた 

継続雇用延長の効果           n=1,159 

大いに効果があった ある程度効果があった あまり効果がなかった 全く効果がなかった 無回答 

継続雇用延長の満足度と効果 

16 

43.0% 46.4% 

2.3% 

0.4% 
7.9% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

継続雇用延長の満足度（単一回答）n=1,159 

満足している やや満足している やや不満である 不満である 無回答 

継続雇用、 

本当のところ 
P.30,32 
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定年延長理由と効果の関係は？ 
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定年延長、 

本当のところ 
P.47 
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  n=1,840 

延長理由として挙げた企業のうち効果があったと回答した企業の割合 

延長理由として挙げていなかった企業のうち効果があったと回答した企業の割合 
201９©ＪEED 



本日お話しすること 
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•定年延長といっても、いろいろある 

 

•定年延長・継続雇用延長には効果がある 

 

•実施にあたっては課題もあるが、調査結果に解決の 

ヒントがある 

 

• 65歳以上への定年延長 と66歳以上の継続雇用延長 
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定年延長にあたって課題だったこと 

30.9% 

28.5% 

24.7% 

23.0% 

17.3% 

16.8% 

11.8% 

11.6% 

11.6% 

11.0% 

9.7% 

7.9% 

7.0% 

0% 10% 20% 30% 40%

高齢社員の賃金の設定 

組織の若返り 

社員の健康管理支援 

高齢社員に長く働く気持ちになってもらうこと 

退職金（支給金額や支給時期） 

労働災害の防止や作業環境の整備 

高齢社員の部下を持つ管理職のマネジメント能力 

若年・中堅社員の能力開発 

高齢社員の賃金原資の捻出 

高齢社員の役割を本人や職場に伝えること 

高齢社員の仕事の確保 

高齢社員の能力開発 

５９歳以前社員の賃金制度 

 n=1,840 

定年延長、 

本当のところ 
P.36 
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定年延長にあたって課題だったこと 
定年延長、 

本当のところ 
P.37,38 
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定年延長後の課題 
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定年延長、
本当のところ 

P.39 
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定年延長検討中の企業と比べるとどうか 
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定年延長、 

本当のところ 
P.43 

定年延長等検討中企業が課題だと回答 
（設問毎単一回答）n=612 

定年延長企業が課題だったと回答 
（複数回答）n=1,840 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%100%

組織の若返り 

若年・中堅社員の能力開発 

高齢社員の部下を持つ管理職のマネジメント能力 

高齢社員の賃金の設定 

社員の健康管理支援 

59歳以前の社員の賃金制度 

労働災害の防止や作業環境の整備 

退職金（支給金額や支給時期） 

高齢社員に長く働く気持ちになってもらうこと 

高齢社員の賃金原資の捻出 

高齢社員の能力開発 

高齢社員の役割を本人や職場に伝えること 

高齢社員の仕事の確保 

大いに課題である ある程度課題である あまり課題ではない 全く課題ではない 

0% 50% 100%

201９©ＪEED 



定年延長の効果を大きくするには？ 
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定年延長、 

本当のところ 
P.45 
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  定年延長の要因の推定結果 



本日お話しすること 
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•定年延長といっても、いろいろある 

 

•定年延長・継続雇用延長には効果がある 

 

•実施にあたっては課題もあるが、調査結果に解決の 

ヒントがある 

 

• 65歳以上への定年延長 と66歳以上の継続雇用延長 
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① 定年延長と継続雇用延長の満足度を比べると・・・ 

38.9% 

58.1% 

50.0% 

35.5% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

継続雇用延長を行ったことに対す
る満足度 

定年延長を行ったことに対する満
足度 

両方実施企業における満足度      n=736 

満足している やや満足している やや不満である 

不満である 無回答 

定年延長（65歳以上）と継続雇用延長（66歳以上）の両方を実施した企業に聞きました 

継続雇用、 

本当のところ 
P.42 
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② 定年延長と継続雇用延長の効果を比べると・・・ 

定年延長（65歳以上）と継続雇用延長（66歳以上）の両方を実施した企業に聞きました 

  効果ポイント（平均） 

定年延長の効果ポイント 28.96 

継続雇用延長の効果ポイント 27.82 

定年延長、継続雇用延長の両方実施企業における効果ポイント（n=547） 

継続雇用、 

本当のところ 
P.44 
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• 定年延長といっても、いろいろある  

  連続タイプと非連続タイプなど 

 

• 定年延長・継続雇用延長には効果がある 

  それぞれ、92.5％、89.4％が満足 

  狙っていた以外の効果もある 

 

• 課題もあるが、組織若返りとの両立もできる 

 

• 65歳以上への定年延長 と66歳以上の継続雇用延長 

 定年延長は効果が高い。継続雇用延長は取り組みやすい。 

 企業に合ったやり方で取り組めばよい。  

本日のまとめ 

201９©JEED 
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ご清聴いただき、ありがとうございました。 

高年齢者雇用推進キャラクター 
ペン田ギン子 

•  65歳超雇用推進プランナー、高年

齢者雇用アドバイザーによる相談・
援助サービス 

• 事業主に対する助成（65歳超雇用
推進助成金） 

• 高年齢者雇用開発コンテスト 
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今日は、「定年延長、本当の
ところ」（大阪版）」、「継続雇
用延長、本当のところ（大阪
版）」も用意しました！ 
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